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今
年
１
月
に
、
一
億
総
活
躍

関
連
予
算
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
３
兆
３
千
２
１
３
億
円
の
平
成
27

年
度
補
正
予
算
が
成
立
し
た
。
国
の

補
正
予
算
に
伴
う
本
市
の
事
業
に
つ

い
て
尋
ね
る
。�

【
財
務
部
長
】
平
成
27
年
度

３
月
補
正
予
算
と
平
成
28
年

度
当
初
予
算
に
分
け
て
い
る
。
補
正

予
算
で
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
緊

急
対
策
事
業
に
４
千
７
０
０
万
円
、

中
部
中
学
校
校
舎
に
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
す
る
た
め
に
４
千
８
７
４

万
５
千
円
な
ど
、
合
計
事
業
費
１
億

１
千
８
９
７
万
９
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
当
初
予
算
で
は
、
臨
時

福
祉
給
付
金
給
付
事
業
に
１
億
８
千

万
円
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
構
築
事
業

に
４
千
９
２
２
万
円
、
地
籍
調
査
事

業
に
３
千
１
３
７
万
６
千
円
、
水
産

業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設
設
備
事
業

に
１
億
６
千
万
円
、
合
計
事
業
費
４

億
２
千
59
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
る
。�

平
戸
市
の
農
業
は
、
農
家
の

高
齢
化
に
伴
う
離
農
に
よ
り
、

労
働
力
不
足
、
新
規
就
農
者
の
確
保

な
ど
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
新
年

度
予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
の

か
。�

【
市
長
】
今
年
度
創
設
し
た

「
平
戸
式
も
う
か
る
農
業
実

現
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
園
芸
や
肉

用
牛
の
施
設
整
備
等
へ
の
支
援
を
中

心
と
し
た
振
興
対
策
に
重
点
的
に
取

り
組
む
。
ま
た
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
や

普
通
高
校
卒
業
者
へ
の
就
農
の
た
め

の
受
け
皿
と
な
る
研
修
施
設
（
仮
称
）

平
戸
市
産
業
振
興
公
社
を
設
立
準
備

す
る
事
業
に
よ
り
、
農
家
の
支
援
体

制
整
備
の
調
査
を
行
う
。�

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
に
よ
る
本
市
の
主
要

品
目
へ
の
影
響
と
減
少
額
は
。�

【
産
業
振
興
部
長
】
本
市
の

産
出
額
は
公
表
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
独
自
の
試
算
は
行
え
な
い
。

国
が
示
す
品
目
ご
と
の
影
響
を
主
要

品
目
に
当
て
る
と
、
肉
用
牛
以
外
は

特
に
近
々
の
影
響
は
少
な
い
と
考
え

る
。�

肉
用
牛
振
興
に
つ
い
て
今
後

の
対
応
策
は
。�

【
産
業
振
興
部
長
】
肉
用
牛

は
関
税
撤
廃
に
よ
る
輸
出
の

拡
大
、
マ
ル
キ
ン
制
度
の
法
制
化
や

価
格
補
填
制
度
の
充
実
な
ど
、
今
後

期
待
で
き
る
分
野
で
あ
る
。�

　
ま
た
、
市
独
自
の
対
応
策
と
し
て

東
ア
ジ
ア
で
の
産
品
の
可
能
性
を
探

る
調
査
（
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
東
ア
ジ
ア

進
出
事
業
）
を
行
う
。�
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東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

の
福
島
第
一
原
発
の
事
故
か

ら
５
年
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。
被

災
者
切
り
捨
て
政
治
は
許
さ
れ
な
い
。

全
て
の
被
災
者
が
生
活
と
な
り
わ
い

を
再
建
で
き
る
ま
で
、
国
と
東
電
が

責
任
を
持
っ
て
支
援
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
。�

　
安
倍
内
閣
の
経
済
政
策
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
が
、
国
民
の
暮
ら
し
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
て
い
る
。
国
会
で
麻
生

財
務
大
臣
が
、
消
費
税
８
％
か
ら
10

％
へ
の
増
税
で
国
民
１
人
当
た
り
２

万
７
千
円
、
１
世
帯
当
た
り
６
万
２

千
円
の
負
担
増
、
と
答
弁
し
た
。�

　
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
の
が
、
地

方
自
治
体
の
一
番
の
仕
事
。
地
方
自

治
体
の
長
と
し
て
10
％
へ
の
消
費
税

増
税
に
反
対
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。�

【
市
長
】
地
方
自
治
体
の
長

が
評
価
す
る
立
場
に
な
い
の

で
、
回
答
は
差
し
控
え
る
。�

保
育
料
を
引
き
下
げ
て
ほ
し

い
、
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
私
は
何
度
も
保
育
料
の
引

き
下
げ
を
求
め
て
き
た
。
市
民
の
声

に
押
さ
れ
て
、
２
０
１
５
年
度
か
ら

保
育
料
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
た
。

私
は
、
国
の
予
算
案
が
発
表
さ
れ
る

と
、
そ
れ
を
勉
強
す
る
。
２
０
１
６

年
度
、
保
育
料
引
き
下
げ
へ
国
が
新

た
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

国
民
の
願
い
が
国
を
動
か
し
た
も
の

だ
が
、
平
戸
市
な
ど
多
く
の
自
治
体

が
既
に
実
施
済
み
の
部
分
が
あ
る
。

国
が
負
担
す
る
こ
と
で
、
市
の
負
担

が
減
る
。
そ
れ
を
４
月
か
ら
の
保
育

料
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
に
充
て
る

べ
き
だ
。�【

市
民
福
祉
部
長
】
協
議
し

た
い
。�

【
市
長
】
協
議
範
囲
だ
。�

※
そ
の
後
、
市
長
が
、
３
月
市
議
会

の
「
閉
会
あ
い
さ
つ
」
の
中
で
、
４

月
か
ら
の
保
育
料
引
き
下
げ
を
表
明
。�

子
ど
も
の
貧
困
が
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
の
貧
困
も
「
下
流

老
人
」
と
い
う
言
葉
を
生
ん
だ
。
こ

う
し
た
社
会
状
況
の
中
で
、
市
長
・

副
市
長
・
教
育
長
が
４
年
ご
と
に
多

額
の
退
職
金
を
受
け
取
る
。
市
長
は

１
千
７
百
万
円
、
副
市
長
は
８
百
数

十
万
円
、
教
育
長
は
５
百
数
十
万
円
。

到
底
、
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
退
職
金
の
見
直
し
、

減
額
を
行
う
べ
き
だ
。�

【
市
長
】
本
市
の
退
職
金
の

額
は
適
正
な
も
の
と
判
断
し

て
い
る
。�
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構
成
資
産
の
見
直
し
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
「
平
戸
の
聖

地
と
集
落
」
は
残
せ
る
か
。�

【
市
長
】
イ
コ
モ
ス
と
県
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
で
必
要

な
限
り
そ
の
価
値
を
説
明
し
、
現
在

の
構
成
資
産
を
残
せ
る
よ
う
に
努
力

す
る
。�

イ
コ
モ
ス
は
弾
圧
潜
伏
を
指

摘
し
た
が
、
専
門
委
員
に
よ

る
委
員
会
を
構
成
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。�【

文
化
観
光
部
長
】
長
崎
県

は
学
術
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

の
変
更
は
行
わ
な
い
意
向
だ
。�

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
は

無
形
の
宗
教
で
あ
り
集
落
に

残
る
習
慣
や
伝
承
、
遺
物
や
風
俗
等

の
見
直
し
と
収
集
に
よ
り
、
「
禁
教
、

棄
教
と
弾
圧
・
迫
害
、
潜
伏
、
禁
令

の
解
除
、
潜
伏
信
仰
の
継
続
と
衰
退
、

そ
し
て
復
活
」
の
歴
史
を
ま
と
め
有

形
の
構
成
資
産
の
根
拠
に
す
る
べ
き

で
な
い
か
。�

【
文
化
観
光
部
長
】
「
平
戸

の
聖
地
と
集
落
」
は
禁
教
期

を
示
す
そ
の
も
の
の
構
成
資
産
で
あ

り
、
世
界
文
化
遺
産
の
価
値
証
明
に

大
き
な
指
摘
は
受
け
て
い
な
い
と
認

識
し
て
い
る
が
、
イ
コ
モ
ス
の
指
摘

に
よ
っ
て
は
国
・
県
と
情
報
共
有
を

図
り
市
内
の
資
料
を
基
に
柔
軟
、
か

つ
速
や
か
に
対
応
す
る
。�

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
を

進
め
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン

資
源
を
掘
り
起
こ
し
記
録
保
続
し
、

国
交
・
農
水
・
文
科
３
官
事
業
「
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画(

歴
史
ま
ち

づ
く
り
計
画)

」
に
繋
ぎ
、
効
果
的
な

整
備
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
歴

史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略

的
に
推
進
し
て
欲
し
い
。�

【
文
化
観
光
部
長
】
世
界
遺

産
登
録
を
き
っ
か
け
に
、
地

域
文
化
遺
産
を
掘
り
起
こ
し
、
活
用

を
図
り
、
文
化
観
光
を
推
進
す
る
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
「
歴
史
文
化
基
本
構

想
」
を
策
定
し
、
関
連
す
る
計
画
や

事
業
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
戦
略
的

な
整
備
・
活
用
を
図
り
、
歴
史
ま
ち

づ
く
り
計
画
も
検
討
す
る
。�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
世
界

遺
産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
さ
せ
る
べ
き
だ
。�

【
文
化
観
光
部
長
】
世
界
遺

産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
採
用
を
検
討
す
る
。�

市
道
山
中
紐
差
線
の
う
ち
、

大
越
か
ら
中
野
地
区
の
石
岳

間
の
道
路
改
良
に
つ
い
て�

【
建
設
部
長
】
中
野
側
の
歩

道
整
備
と
安
満
橋
橋
梁
を
完

成
し
、
そ
の
後
計
画
し
た
い
。�
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去
る
１
月
24
日
の
大
雪
で
水

道
管
の
破
裂
・
漏
水
か
ら
断

水
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

い
か
な
る
状
況
下
に
あ
っ
て
も
行
政

と
し
て
の
危
機
管
理
は
万
全
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
主
防
災
組
織
の

機
能
は
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
の
か
。�

【
市
長
】
断
水
対
策
と
し
て

は
、
自
主
防
災
組
織
で
災
害

弱
者
へ
の
給
水
活
動
な
ど
に
取
り
組

ん
だ
地
区
と
そ
う
で
な
い
地
区
が
あ

っ
た
。
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
行
政

か
ら
の
断
水
に
関
す
る
情
報
伝
達
が

不
十
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
露
出
し

た
給
水
管
の
凍
結
・
破
損
に
よ
る
漏

水
に
伴
う
市
内
広
範
囲
で
の
断
水
と

い
う
状
況
が
想
定
で
き
な
か
っ
た
。�

離
島
に
お
け
る
高
齢
者
等
の

医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
手

厚
い
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
格
差
が

生
じ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。�【

市
民
福
祉
部
長
】
事
業
者

が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際

に
要
し
た
渡
航
費
の
助
成
や
、
そ
の

際
に
生
じ
る
時
間
的
拘
束
に
よ
る
損

失
補
填
と
し
て
、
介
護
報
酬
の
15
％

を
加
算
措
置
し
て
い
る
。�

車
両
に
つ
い
て
の
助
成
が
さ

れ
な
い
の
は
訪
問
看
護
を
す

る
上
で
非
効
率
的
で
あ
り
、
今
後
の

対
策
と
し
て
車
両
の
共
同
利
用
と
か

車
両
の
助
成
等
が
必
要
で
は
な
い
か
。�

【
市
民
福
祉
部
長
】
車
両
の

共
同
利
用
や
助
成
に
つ
い
て

は
、
各
事
業
所
と
協
議
し
な
が
ら
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。�

職
員
駐
車
場
の
有
料
化
並
び

に
市
役
所
駐
車
場
の
整
備
は
。�

【
総
務
部
長
】
平
成
27
年
５

月
か
ら
正
規
職
員
の
駐
車
料

金
を
徴
収
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

本
年
度
は
約
４
５
０
万
円
の
収
入
と

な
っ
て
い
る
。
市
役
所
駐
車
場
は
、

整
備
後
も
来
庁
者
は
無
料
で
駐
車
で

き
る
。
来
庁
者
以
外
は
有
料
で
駐
車

し
て
い
た
だ
く
。
こ
れ
に
よ
り
不
法

駐
車
が
抑
制
さ
れ
て
市
役
所
利
用
者

の
利
便
性
が
向
上
す
る
。�

選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
の
設

置
箇
所
、
投
票
所
の
削
減
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況
は
い
か
が

か
。�

【
監
査
・
選
管
事
務
局
長
】

お
お
む
ね
有
権
者
数
１
５
０

人
以
下
の
投
票
所
を
対
象
と
し
て
、

10
投
票
区
・
13
行
政
区
が
対
象
で
あ

る
。
統
合
が
進
む
と
今
の
53
投
票
所

か
ら
43
投
票
所
に
な
る
。
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
や
投
票
所
の
削
減
な
ど
で
総

額
約
１
４
０
万
円
の
節
約
が
で
き
る
。�
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